生活習慣病と労働―産業医活動として

ソニーセミコンダクタ九州　熊本工場　　小柳敦子
§はじめに

第一回のフォーラムにおいて、生活習慣病の増加の要因として、産業構造や労働態様の変化による身体活動の低下、それに加えて長時間労働・過密労働・職場の人間関係などのストレスによる食生活の変化（朝食ぬき、夕食偏重型、夜食、外食利用、過食）及び嗜好品（酒、たばこ、缶コーヒ等）摂取量の増加などが深く関連しているのではないかと報告しました。今回、私の勤務している工場において、いくつかの改善活動を開始しましたので、検討を加え報告します。
§職場の現状

熊本工場は３年前に設立され、社員も20～30歳代の若い社員が多く、労働としては机上のパソコン作業やクリーンルーム内での作業が主な仕事です。健康診断で生活習慣病を有している社員は少ないが、比較的軽作業であるため肥満とそれに伴う高脂血症・脂肪肝などが主な所見です。しかし設立当初は、設備の立ち上げに伴う長時間労働もありました。
§取り組みの概要

第一に超過勤務改善対策として、社員の健康障害の予防・適正労働時間確保をめざし、人事・ソニーセミコンダクタ九州（国分・長崎・大分・熊本）の工場に所属する健康管理室・社内システム開発担当などの協力の下に、問診票管理システムを作りました。その結果、産業医の社員面談が円滑に出来るようになり、九州内の転勤・長期出張社員の超勤時間や健康状態も確認でき、各地の産業医との情報交換も活発になりました。さらに若い社員に健康への関心を持ってもらうために、ソニー健保組合の援助をうけ、「ソニー健康21」の方針に沿って、健康増進活動を５年計画で開始しました。体力測定・運動・栄養教育を実施後、運動施設3箇所と契約し、社員の利用を促しました。社内食堂では、適正カロリー食をメニューに取り入れ利用を薦めました。
一方で、超過勤務削減対策として、ノー残業デー（毎週水曜日）の完全実施と週休2日制の確保にむけた啓蒙活動を、人事・管理監督者を中心に実践しました。その結果、社員の平均超過勤務時間は確実に減少し、ノー残業デーと土曜日に運動施設の利用者が増加、さらに社内や地域での運動クラブに所属し継続的にスポーツを楽しむ社員も見られるようになりました。
その他年一回の歩け歩け大会（allソニ－歩キング大会）、や中高年者むけに万歩計を利用した運動月間などを設けました。

§終りに
社員から生活にメリハリができ、仕事のストレスからも気分が切り替えられたという声が聞かれました。これらの社員の中から、生活習慣病の改善ができた症例を加えて、報告します。
